
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六年生  「２０１８ 夏休みの俳句」 

一 組 
◇夏休み  いとこと一緒に  ラウンドワン    

◇猛暑の日  少年野球で  ぼく黒い   

◇夏なのに  蚊が一匹も  見られない   

◇かき氷  色はちがうが  味同じ   

◇スイカ割り  地球を二つに  割りにけり   

◇夏休み 汗でぼうしが  白くなる   

◇夏の海  帰りの道は  夢の中   

◇ミンミンと  昼寝をじゃまする  せみの声 

◇夏の夜 大きな花が  さきほこる   

◇暑い日に  食べたアイス  うまかった   

◇夏休み  宿題終わらず 逃げるまま   

◇夜の空  花火の種が  大爆発   

◇夏なのに  足元に紅葉  もう秋か   

◇川の中  メダカの学校    夏休み   

◇扇風機  スイッチ切れば  秋風に   

◇小学校  最後の夏は  今年だけ   

◇太陽で  光が差し込む 夏の芝  

◇夜空には  花火がたくさん  花畑   

◇夏休み  毎年旅行は  台風だ   

◇友達と  夏の夕暮れ  みていたよ   

◇花火して  みんなの笑顔  てらしてる   

◇ひまわり園  小さな太陽  大集結   
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二 組 

 

◇花火はね  笑顔にさせる  夢の花   

◇中尊寺  こもれび光る  夏の森   

◇夕立は   突然きては   雨ふらす   

◇夏の日に  花火が上がって  夜が咲く   

◇家の前  ゲリラ豪雨で  大洪水   

◇夏休み 台風多い  大変だ  

◇夏休み  家族とプール  楽しいな   

◇さようなら  平成最後の  夏休み   

◇せみがなき  その声いつか  消えていく   

◇夜の花  沖縄の海に  咲く花火  

◇夏休み  音楽かけて  過ごしてる   

◇夏空に  青いジェット機  羽田発   

◇夏の海  海水浴で  クラゲ出る   

◇盆休み 先祖の前で 手を合わす                                                                                                                                                                                                                                          

◇ころもがえ  春の服から  夏の服    

◇大会だ  パチパチ音が  蚊たたき  

◇この夏は  異常気象だ  暑すぎる   

◇耳もとで  小さくささやく  風鈴よ 

◇日焼けして  体の一部が  チョコレート   

◇街の中  姿は見えない  セミの声   

◇夏休み  背中ダラダラ  汗いっぱい   

◇金魚たち  赤いドレスを  身にまとい   

 

 

 


